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近
年
の
日
本
は
人
口
減
で

少
子
化
が
止
ま
ら
ず
、
反
面

超
高
齢
化
社
会
に
突
入
。
日

本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

が
初
め
て
80
歳
を
超
え
女
性

は
86
・
6
歳
、
2
年
連
続
世
界
一
と
な
っ

た
。
厚
生
労
働
白
書
で
は
、
医
療
費
抑
制
、

入
院
食
事
代
の
引
き
上
げ
論
も
囁
か
れ
て

い
る
。「
老
老
介
護
」
は
ご
く
当
り
前
で
高

齢
者
を
狙
う
詐
欺
も
多
い
。
▼
し
か
し
、

健
康
で
長
生
き
し
た
い
と
の
思
い
は
誰
し

も
同
じ
。
我
々
高
齢
者
自
身
も
い
か
に
健

康
を
保
持
す
る
か
の
努
力
が
必
要
で
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
、
趣
味
に
、
背
筋

を
伸
ば
し
て
歩
く
、
友
と
美
味
し
い
お
茶

を
飲
み
昔
を
語
る
も
よ
い
。
心
身
、
そ
し

て
頭
も
元
気
で
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
▼

8
月
、
広
島
で
の
大
規
模
土
砂
災
害
の
悲

惨
な
報
道
に
心
を
痛
め
た
。
そ
の
中
で
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
高
校
生
た
ち
多

く
の
若
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
駆
け

付
け
た
こ
と
で
あ
る
。
我
が
国
の
将
来
は
、

ま
だ
、
明
る
い
光
が
見
え
て
い
る
。
▼
高

齢
者
に
は
、
体
力
を
要
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
出
来
な
い
が
地
域
で
の
小
学
生
登
下

校
時
の
見
守
り
活
動
は
定
着
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
孤4

育
て
に
陥
っ
て
い
る
マ
マ
の
話

し
相
手
な
ら
出
来
る
の
で
は
？
▼
若
い
世

代
に
出
来
る
だ
け
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、

自
分
の
健
康
寿
命
を
維
持
し
つ
つ
社
会
の

一
員
と
し
て
し
っ
か
り
地
に
足
を
つ
け
て

歩
み
た
い
も
の
で
あ
る
。（
北
夙
川　

河
瀬
）

こんにちは！「あいさつ」から広がる友愛活動

月刊

葉
っ
ぱ
だ
け
で
主
役
の
は
れ
る
役
者
が
そ
ろ
う
里
山

こ
と
し
も
見
事
な
秋
色
を
演
じ
人
々
を
い
ざ
な
う
で
あ
ろ
う

遠
く
近
く
谺
す
る
太
鼓
の
響
き 

伝
承
さ
れ
る
勇
壮
な
ま
つ
り
が

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
熱
く
よ
び
お
こ
す

破
壊
と
再
生
が
向
き
合
う
中
で
生
き
て
き
た
こ
の
国
…

テ
レ
ビ
は
未
来
展
望
と
し
て
“
健
康
住
宅
”
を
映
し
出
す

よ
も
や
　
ま
さ
か
の
小
さ
い
た
め
ら
い
を
捨
て

身
を
守
る
こ
と
に
敏
感
で
あ
れ
と
報
じ
て
い
た

「コスモス」　写真提供　田中　積氏（用海校区）
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※ 
奈
良
の
㈱
飛
鳥
荘
か
ら

「
日
帰
り
研
修
旅
行
の
ご
案
内
」

【
議
案
事
項
】

①
県
老
連
へ
の
再
加
盟
（
提
案
）
に
つ
い
て

②
北
部
校
区
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

・ 

委
員
会
開
催
案
内

  

（
10
月
17
日 

13
時
30
分
）

・ 

月
刊
「
い
ぶ
き
」

  

（
第
1
8
1
号
8
・
9
月
号
）
発
行
済

・ 

月
刊
「
い
ぶ
き
」

  

（
第
1
8
3
号
11
月
号
）

　

原
稿
依
頼
（
原
稿
締
切
10
月
8
日
㈬
）

〈
文
化
教
養
部
〉

・
高
齢
者
作
品
展　

10
月
7
日
㈫
～
10
日
㈮

　

西
宮
市
立
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

出
展
受
付　

9
月
16
日
㈫
～
18
日
㈭

　

9
時
30
分
～
16
時

　

西
宮
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

高
齢
者
芸
能
大
会

　

本
選
10
月
30
日
㈭

　

13
時　

勤
労
会
館
ホ
ー
ル

　

予
選
10
月
22
日
㈬
10
時

　

西
宮
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
カ
ラ
オ
ケ
教
室

　

11
月
7
日
、
14
日
、
21
日 

各
㈮

　

13
時　

西
宮
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
体
育
部
〉

・
委
員
会
開
催
案
内

  

（
9
月
12
日 

13
時
30
分
）

・
第
2
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
3
日
㈮ 

9
時

　

大
阪
ガ
ス
今
津
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

雨
天
の
場
合
、
10
月
14
日
㈫

・
第
2
回
高
齢
者
の
た
の
し
い
体
力
測
定

　

11
月
14
日
㈮ 

9
時
30
分
、
12
時
30
分

　

大
阪
ガ
ス
今
津
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
体
育
館

〈
女
性
部
〉

・
委
員
会　

11
月
28
日
㈮ 

10
時
30
分

・
健
康
講
座　

11
月
28
日
㈮ 

13
時
30
分

　

西
宮
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
〉

① 

市
老
連
「
愛
称
募
集
」

  

（
矢
野
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）
の
報
告

② 

会
員
増
強

  
（
片
山
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）
の
報
告

③ 
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
支
援

  

（
門
脇
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）
の
報
告

④ 

こ
と
ぶ
き
バ
ス
積
立
金

  

（
塩
川
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）
の
報
告

〈
三
役
会
〉

・
前
事
務
局
長
の
送
別
会
の
開
催
案
内

・ 

各
単
老
お
よ
び
校
区
老
連
の
規
約
に
つ
い
て

〈
事
務
局
〉

・
こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
（
12
月
）
の
割
当

　

年
内
12
月
22
日
ま
で

・
校
区
助
成
金
の
配
布

  

（
@
2
，0
0
0
円
×
単
老
ク
ラ
ブ
数
）

・
友
愛
訪
問
運
動
資
金
の
配
布

  

（
@
5
，0
0
0
円
×
寝
た
き
り
人
数
）

※
次
回
の
定
例
会

　

10
月
8
日
㈬　

西
宮
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

三
役
会
：
10
時

　

理
事
会
：
13
時
30
分

市
老
連
理
事
会  

9
／
10

　

わ
が
連
合
会
の
香
櫨
園
と
い
う
名
称
は
町

名
に
は
な
く
、
現
在
の
阪
急
夙
川
駅
か
ら
北

の
辺
り
か
ら
浜
ま
で
は
「
森
具
村
」
で
あ
っ

た
。
明
治
33
年
頃
、
夙
川
駅
南
の
広
い
土
地

に
、
片
鉾
池
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ト
ま
で

も
あ
る
一
大
遊
園
地
が
で
き
た
。
こ
の
遊
園

地
を
造
っ
た
2
名
の
実
業
家
の
頭
文
字
を

と
っ
て
「
香
櫨
園
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
が

始
ま
り
で
あ
る
。

　
「
森
具
村
」
は
、
現
在
の
2
号
線
辺
り
に

集
落
が
あ
り
、
そ
の
中
を
旧
西
国
街
道
が
走

る
農
村
で
あ
っ
た
が
、
南
側
は
水
田
で
、
年

中
水
に
浸
か
っ
て
い
た
。

　

昭
和
40
年
頃
、排
水
ポ
ン
プ
場
が
出
来
て
、

家
屋
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
次
々
と
建
ち
、
香
櫨

園
小
学
校
は
昭
和
32
年
、
浜
脇
小
学
校
か
ら

分
離
独
立
。
33
年
香
櫨
園
小
学
校
と
し
て
開

校
し
た
が
、
程
な
く
校
舎
を
増
設
す
る
ま
で

に
至
っ
た
。

　

同
じ
く
、
昭
和
33
年
12
月
、
香
櫨
園
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
初
代
会
長
で
あ
っ
た
安
井

忠
太
郎
氏
他
7
名
で
西
宮
市
老
友
連
合
会
運

営
委
員
会
を
結
成
す
る
。
翌
34
年
に
、
西
宮

市
老
友
会
連
合
会
を
発
足
さ
せ
た
。

　

以
後
55
年
の
歴
史
を
刻
み
、
平
成
25
年
10

月
に
は
「
香
櫨
園
老
人
ク
ラ
ブ
結
成
55
周
年

記
念
式
典
」
を
西
宮
神
社
会
館
で
盛
大
に
開

催
し
た
。
全
員
で
会
員
の
健
康
を
願
い
、
友

愛
・
奉
仕
の
精
神
の
向
上
を
誓
っ
た
。

　

辰
馬
家
は
酒
造
界
の
大
御
所
で
あ
り
、
中

で
も
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
辰
馬

き
よ
子
は
文
化
6
年
第
10
代
吉
左
衛
門
の
娘

と
し
て
生
ま
れ
、
幼
少
か
ら
聡
明
で
し
っ
か

り
し
て
い
た
。
成
長
し
て
夫
を
迎
え
た
の
が

第
11
代
吉
左
衛
門
。
12
人
の
子
に
恵
ま
れ
、

四
男
喜
十
郎
は
精
米
動
力
に
蒸
気
力
を
、
酒

造
用
燃
料
に
石
炭
を
用
い
、
一
旋
風
を
吹
き

込
み
南
辰
馬
家
を
創
立
し
た
。
き
よ
子
は
男

勝
り
で
夫
を
助
け
家
業
に
精
励
し
た
。
出
火

し
た
時
も
焼
け
跡
を
す
ぐ
に
片
付
け
倉
庫
を

再
建
す
る
な
ど
敏
速
に
回
復
さ
せ
、
彼
女
の

名
は
江
戸
で
も
評
判
に
な
っ
た
。

　

1
8
5
1
年
丹
波
出
身
の
少
年
久
一
の
才

を
見
抜
き
店
員
に
起
用
、
後
の
名
番
頭
辰
馬

栄
之
助
で
あ
る
。
1
8
5
5
年
夫
が
他
界
す

る
と
一
人
で
辰
馬
家
を
支
え
、
使
用
人
の
協

力
を
得
て
家
業
を
拡
大
し
た
。
栄
之
助
の
献

策
で
江
戸
へ
酒
送
り
を
自
前
の
船
で
輸
送
し

た
。
辰
馬
汽
船
の
創
設
で
あ
る
。
栄
之
助
は

「
銘
酒
白
鹿
」
の
販
売
網
を
全
国
に
拡
大
し

て
い
っ
た
。
彼
女
は
家
が
富
み
栄
え
隆
盛
に

な
っ
て
も
質
素
倹
約
な
生
活
を
押
し
通
し
、

明
治
34
年
91
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

　

辰
馬
家
は
学
校
、
市
庁
舎
、
図
書
館
、
市

民
病
院
な
ど
公
に
寄
付
し
た
も
の
が
多
い
。

（
郷
土
百
人
の
先
覚
者
よ
り
抜
粋
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

校
区
会
長
便
り　
№ 

19

香
櫨
園
の
歴
史

西
宮
酒
造
界
を
発
展
さ
せ
た
女
丈
夫

香
櫨
園
校
区　

会
長　

盛　

久
米
一

浜
脇
校
区　

会
長　

辻　
　

和
慶
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宍
粟
市
は
兵
庫
県
の
最
北
西
に
位
置
し
、

岡
山
県
と
鳥
取
県
に
隣
接
し
た
山
青
く
水
清

き
県
下
2
番
目
の
面
積
を
誇
る
市
で
、
宍
粟

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
山
崎
・
波
賀
・
千

種
・
一
宮
の
4
支
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

初
回
平
成
21
年
11
月
に
訪
問
し
た
時
に
は

県
下
に
こ
の
よ
う
な
美
し
い
森
が
あ
る
事
に

ま
ず
驚
き
ま
し
た
。
山
々
に
囲
ま
れ
た
街
並

み
。
と
う
と
う
と
流
れ
る
千
種
川
、
大
小
の

滝
・
湧
水
の
名
所
な
ど
。

　

さ
て
、
今
回
も
山
々
の
中
を
バ
ス
は
ど
ん

ど
ん
走
っ
て
1
時
間
。
や
っ
と
、
ち
く
さ
高

原
に
到
着
。
大
段
連
合
会
長
の
出
迎
え
を
受

け
、
冬
季
は
ス
キ
ー
場
、
今
は
傾
斜
に
沿
っ

て
色
と
り
ど
り
の
百
合
の
花
で
埋
め
尽
く
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
リ
フ
ト
で
頂
上
ま
で
上
が

り
ま
し
た
が
、
下
か
ら
見
る
よ
り
角
度
が
あ

り
、
汗
を
か
き
な
が
ら
百
合
花
を
観
賞
、
下

山
。
船
曳
副
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
山
の

幸
の
昼
食
。「
た
た
ら
の
里
学
習
館
」
で
古

代
よ
り
伝
わ
る
、
岩
鉄
か
ら
鉄
の
抽
出
法
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。千
種
町
に
は
天
小
屋
・

三
室
鉄
山
な
ど
鉄
山
遺
跡
が
点
在
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
帰
路
の
バ
ス
中
で
今
回
も
清
水

会
長
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
ま
た
、
宍
粟
市
老
連
か
ら
各
自
に
百

合
花
鉢
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
宍
粟
市
老
連
の
皆

さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
西
宮
市
老
連　

広
報
部
）

　

7
月
24
日
、
当
校
区
女
性
部
主
催
の
金
封

入
れ
作
り
に
参
加
。酷
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

30
余
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
古
結
校

区
長
の
広
報
が
行
き
届
い
た
事
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
東
校
区
の
皆
さ
ん
の
関
心
の
深
さ
に

二
重
の
驚
き
で
す
。

　

児
玉
部
長
の
説
明
を
聞
き
、
鈍
っ
た
手
先

で
少
し
ず
つ
形
に
仕
上
が
っ
て
い
く
の
を
期

待
し
つ
つ
2
枚
も
作
り
上
げ
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
全
員
が
楽
し
み
な
が
ら
和
気
あ
い
あ

い
と
地
域
を
超
え
、
制
作
に
励
み
何
と
か
満

足
の
い
く
「
金
封
入
れ
」
が
完
成
し
た
こ
と

に
久
々
の
充
実
感
と
満
足
感
を
味
わ
い
ま
し

た
。

　

毎
年
、
女
性
部
が
い
ろ
い
ろ
な
物
づ
く
り

を
企
画
し
て
い
た
だ
け
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
お
世
話
さ
れ
た
方
々
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
5
回 

宍
粟
市
老
人
ク
ラ
ブ

と
の
交
流
会
　
　
7
月
16
日

　

ま
ず
は
前
副
理
事
長
常
松
氏
・
親
分
肌
で

率
先
垂
範
し
て
く
れ
た
古
結
部
長
の
両
氏
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
後
任
に
山
本
副
理
事

長
、
中
村
部
長
が
選
任
さ
れ
「
楽
し
い
体
力

測
定
」
ほ
か
無
事
終
了
。
時
系
列
に
表
に
す

る
と
。

　

大
会
で
は
中
村
部

長
と
山
本
副
理
事
長

の
挨
拶
の
後
、
各
行
事

共
ス
ム
ー
ズ
に
と
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
中
村

部
長
の
長
年
の
経
験

と
、
人
徳
に
よ
る
と
こ

ろ
大
と
思
っ
て
い
ま

す
。
委
員
は
整
然
と
し
た
役
割
分
担
で
始
終

動
き
、
各
個
人
の
風
格
す
ら
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
の
問
題
点
と
し
て
、
①
体
力
測
定
は

年
ご
と
に
参
加
者
は
減
少
気
味
で
す
が
「
生

き
生
き
体
操
」
が
増
え
、
そ
れ
に
起
因
し
て

い
る
と
も
考
え
ま
す
。
各
校
区
の
バ
ラ
ツ
キ

も
あ
り
ま
す
が
、
体
育
委
員
の
協
力
で
ク
リ

ア
し
て
い
き
た
い
。
②
吹
矢
大
会
も
参
加
者

が
少
な
い
。未
経
験
の
方
々
に
も
声
を
か
け
、

大
会
で
講
習
を
受
け
な
が
ら
の
参
加
と
す

る
、
専
門
的
な
指
導
者
が
い
な
く
、
講
習
を

各
地
で
行
っ
て
い
な
い
の
が
大
き
な
原
因
と

考
え
ら
れ
る
。
8
月
22
日
の
委
員
会
で
、
以

上
の
問
題
点
や
、
予
算
に
関
し
て
、
そ
の
他

諸
問
題
な
ど
次
年
度
に
向
け
て
検
討
す
る
方

向
で
決
ま
り
ま
し
た
。

　

体
育
部
の
主
な
目
的
は
「
介
護
予
防
」
で

あ
り
「
健
康
の
維
持
」
と
「
親
睦
」「
ふ
れ

あ
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」

で
す
。
諸
事
業

を
通
じ
て
皆
さ

ん
が
交
流
し
、

な
お
一
層
親
睦

の
輪
を
広
げ
て

い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
金
封
入
れ
」

作
り
に
参
加
し
て

鳴
尾
東
校
区
第
２
松
寿
ク
ラ
ブ

宮
本
紀
美
子

月 日 種　目 参加人数
5.23 GG 大会 280 名
6.10 体力測定 78 名
7.4 吹矢大会 16 名
9.3 ボウリング 121 名
9.4 同上 157 名

平和への思い
生瀬校区　青葉台むつみ会

児玉　典代（73）
　広島に新型爆弾が落とされたそう
だ！という噂、出張中の父は 2 ～ 3 日
たっても帰ってこなかった。広島から
100km 奥の、小さな私の町にも大勢
の被爆者の避難があった。誰もがひど
い火傷とけが。
　父が帰らぬため母が捜しに向かった
が汽車は入れず線路沿いに広島へ。し
かしそこは見渡す限りの焼け野原。水
を求めて苦しむ人たち、息絶えて横た
わる遺体。父の行方など捜しようもな
く、ただ待つのみだったと。
　1 週間後大けがを負って帰ってき
た。原爆で倒壊したビルの下敷きにな
り、かろうじて動く左手で壁土を掘り
脱出したと。救護所では収容者は次々
と死んでいき、庭では連日山積みされ
た死体を石油で焼かれるさまを、眺め
るうちに意を決して帰ろうと。しかし
20 日余りで父の命は尽きました。69
年の歳月はたったが原爆の爪跡は消え
ることはありません。集団的自衛権で
日本が来た道を、歩むことにならなけ
ればよいと心から願う一人です。

体
育
部
か
ら
の
お
知
ら
せ　
体
育
部
副
部
長　

群
馬　

和
高
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私
は
今
夜
の
夜
襲
に
は
重
機
の
援
護
が
必

要
と
考
え
た
。
後
方
の
中
隊
長
に
諮
っ
た
と

こ
ろ
大
熊
少
尉
が
部
下
と
共
に
重
機
を
搬
入

し
、
攻
撃
態
勢
を
整
え
、
暮
れ
る
と
同
時
に

一
斉
攻
撃
に
入
っ
た
。
重
機
が
一
連
の
弾
、

30
発
を
撃
つ
か
撃
た
な
い
か
で
故
障
し
、
修

理
不
能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
や
む
な
く
大

熊
少
尉
を
私
と
一
緒
に
歩
兵
と
し
て
夜
間
攻

撃
に
加
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。
少
尉
は
初
め
て

の
戦
闘
参
加
な
の
で
、
立
射
は
危
険
に
つ
き

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
い
た
が
、
戦
闘
が
激

し
く
な
り
手
榴
弾
の
雨
に
な
っ
た
。少
尉
は
、

つ
い
立
射
の
姿
勢
で
射
撃
し
た
と
こ
ろ
敵
弾

が
少
尉
の
腹
部
を
貫
通
し
、
即
死
に
近
い
戦

死
だ
っ
た
。
明
け
方
近
く
ま
で
戦
い
、
よ
う

や
く
陣
地
を
奪
い
取
っ
た
。

　

敵
は
死
体
を
7
体
ほ
ど
残
し
て
退
却
し
て

い
た
。
我
が
方
も
私
以
下
5
名
に
な
り
陣
地

維
持
に
不
安
を
感
ず
る
。
夕
刻
か
ら
予
想
通

り
激
し
い
砲
撃
が
始
ま
っ
た
。
昼
夜
3
日
間

で
ジ
ャ
ン
グ
ル
は

裸
に
な
り
、
大
木

の
み
が
残
っ
て
い

た
。
食
糧
補
給
も

困
難
を
極
め
、
ま

た
ジ
ャ
ン
グ
ル
の

中
に
後
退
、
新
た

な
陣
地
の
構
築
を

始
め
る
。
今
度
は

前
回
の
よ
う
な
猛

烈
な
砲
撃
に
も
耐

え
る
よ
う
に
壕
を

頑
丈
な
造
り
に

し
、
強
い
陣
地
を

造
っ
た
。
敵
は
絶

え
ず
斥
候
を
送
り

我
が
陣
地
を
偵

察
、
時
々
小
競
合

い
を
し
て
い
た
。
そ
の
頃
、
前
方
の
米
軍
は

砲
弾
の
搬
入
に
力
を
入
れ
ジ
ー
プ
の
音
が
盛

ん
に
し
て
い
た
。
2
～
3
0
0
ｍ
も
あ
る
絶

壁
を
な
ぜ
自
動
車
で
登
れ
る
の
か
不
思
議

だ
っ
た
が
、
終
戦
後
に
分
か
っ
た
が
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
と
聞
い
た
。
今

更
の
ご
と
く
力
の
差
を
感
じ
た
。
1
週
間
も

ジ
ー
プ
の
音
が
し
て
、
激
し
い
砲
撃
が
始
ま

り
今
ま
で
以
上
の
口
径
の
大
き
い
大
砲
で
集

中
砲
火
を
連
続
で
何
日
間
も
止
む
こ
と
な
く

撃
っ
て
く
る
。
約
10
日
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
は
ま

た
裸
に
。
陣
地
を
中
心
に
約
70
ｍ
は
立
木
は

な
く
な
り
、
砲
弾
の
跡
が
月
表
面
の
よ
う
な

ア
バ
タ
面
に
な
り
、
壕
の
み
が
穴
の
よ
う
に

残
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
裸
陣
地
に
な
る

と
小
さ
な
飛
行
機
が
毎
日
50
ｍ
の
超
低
空
で

陣
地
上
を
旋
回
し
、
歩
兵
と
無
線
連
絡
を
取

り
な
が
ら
壕
に
命
中
さ
せ
る
べ
く
や
っ
て
き

た
が
、
壕
に
直
撃
を
加
え
る
こ
と
は
難
し
く

こ
ち
ら
の
地
形
の
利
も
あ
っ
て
手
強
い
陣
地

と
言
え
そ
う
だ
っ
た
。

　

当
時
の
食
糧
は
芋
の
切
干
が
1
食
に
3
～

4
枚
と
ジ
ャ
ン
グ
ル
菜
葉
を
着
弾
の
穴
に

溜
っ
た
水
で
炊
い
た
も
の
、
ま
た
は
椰
子
の

コ
プ
ラ
を
焼
い
て
半
分
炭
の
よ
う
に
な
っ
た

も
の
な
ど
だ
っ
た
。
こ
れ
を
食
べ
る
と
口
の

周
り
が
黒
く
な
っ
て
ま
る
で
先
住
民
の
顔
に

な
っ
た
。

　

敵
襲
は
2
週
間
に
1
回
ほ
ど
、
早
朝
未
だ

薄
暗
い
内
に
砲
撃
が
あ
り
、
そ
の
後
で
歩
兵

が
突
入
し
て
き
た
。
そ
し
て
2
～
3
名
の
負

傷
者
を
出
す
と
引
き
揚
げ
る
。
そ
の
繰
り
返

し
だ
っ
た
。

　

或
る
夜
中
、
砲
声
の
内
に
空
砲
が
聞
こ
え

た
。
不
思
議
に
思
っ
て
注
意
し
て
い
る
と
夜

中
に
空
砲
が
混
じ
る
と
必
ず
翌
早
朝
に
砲
撃

が
あ
り
、
そ
の
後
歩
兵
の
突
入
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
そ
れ
以
後
午
前
1
時
ご
ろ
迄

は
空
砲
の
合
図
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
な

仕
事
と
な
っ
た
。
空
砲
の
あ
っ
た
時
、
私
は

午
前
4
時
前
後
に
各
壕
を
廻
っ
て
「
今
日
は

間
も
な
く
来
る
か
ら
5
ｍ
ほ
ど
前
に
来
た
ら

撃
つ
よ
う
」
と
言
っ
て
回
っ
た
。

（
11
月
号
に
続
く
）

ブ
ー
ケ
ン
ビ
ル

（
墓
島
）
に
て

い
ぶ
き
8
・
9
月
号
よ
り
続

中
島 

満
氏 

手
記
よ
り
抜
粋

夙
川
校
区

元
陸
軍
少
尉　

遠
藤　

毅

▶みなさまお元気ですか。▶空が高く見えます。しのぎ
易くなりましたが、夏の疲れが出る時期。個人差もあり
ますが、この歳になると全力投球は難しいですね。調子
はどうだ？心と体に問いかけてみましょう。明日への活
力につなげるためにも、自分をいたわりましょう。▶気の
合った仲間と手作り弁当で、近くの野山に出かけてみま
せんか。繊維質を多く含むもの、薬効のあるキノコ類を
多く摂取。さわやかに楽しく暮らしましょう。

編 集 後 記

10・11 月の行事予定

 10 月3日㈮ グラウンドゴルフ大会 9：00
 7日～ 10日 高齢者作品展（展示） 10：00 ～ 16：00
 8日㈬ 三役会 10：00
  理事会 13：30
 10日㈮ 高齢者作品展（講評） 12：00
  高齢者作品展（表彰） 13：00
 14日㈫ グラウンドゴルフ大会（予備日） 9：00
 17日㈮ 広報部委員会 13：30
 22日㈬ 高齢者芸能大会（予選） 10：00
 30日㈭ 高齢者芸能大会（本選） 13：00

 11 月7日、14日、21日 各㈮　カラオケ教室 13：00
 12日㈬ 三役会 10：00
  理事会 13：30


